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2022 年 11 月 17 日 

                       イオンディライト株式会社 
（証券コード 9787） 

 
 
 

 
イオンディライト株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 兼 社長執行役員 グループ 

CEO：濵田和成、以下「当社」）は、2022 年 11 月 15 日に「イオンディライトアカデミーながはま
（滋賀県長浜市）」にて 「第 4 回 イオンディライト技術コンテスト 【設備の部】」（以下、「本コンテ
スト」）を開催しました※。 

※ 新型コロナウイルス感染症予防対策のため、最小限の来場者とし、全国同時配信による審査を実施しました。 
 

本コンテストは、「第 4 回イオンディライト技術コンテスト」として、2022 年 11 月に実施する 
事業別（設備管理、清掃、警備）技術コンテストの第 1 弾※1 として執り行うものです。 

第 4 回となった本コンテストでは、全国８支社より、各支社内で選抜された設備管理員によって 
構成される代表チームが参加し「地震による受託物件の断水時からの復旧対応」をテーマに競技が 
実施されました。 

コンテストでは各チームから 「原因究明 ・復旧作業 （一次対応）」を行う設備管理員２名と、カスタマー
サポートセンター （以下、「CSC」）から、ウェアラブルカメラを通じた映像を元に遠隔から業務支援を
行う設備管理員 1 名が３人１組となって参加し、下記の対応手順をいかに安全・正確かつ迅速に遂行
できるかを競い合いました。 
 
【対応手順】 
① 受託物件である商業施設の店長役より館内断水連絡及び復旧依頼を受領 
② 配管破損個所の仮復旧及び地震により破断した二槽式貯水槽の槽切替え※2 等の対応を実施 
③ 店長役及び店舗関係者役への状況及び作業報告、ならびに今後の改善提案 
 

審査の結果、「安全や品質に対する意識」、「作業の正確性や迅速性」に加え、高いコミュニケーシ
ョン力により円滑な連携を見せた関東支社代表チームが、最優秀賞に選ばれました。 

 
※1 第２弾、第３弾につきましては、2022 年 11 月 18 日に「第 8 回 働きやすさ追求活動取組発表会」（清掃）、 

11 月 25 日に「第 4 回 喜び・働きがい向上プロジェクト」（警備）を実施する予定です。 
※2 貯水槽の一部が破損した際、二槽ある貯水槽のうち、片方のみの貯水槽の運用に切り替える作業 
 
 

 

    

 

「第４回 イオンディライト技術コンテスト【設備の部】」を開催 
全国８支社代表チームが「地震による断水時からの復旧対応」を競技 
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【競技の模様】 
 

 

 

 

 

 
● CSC から遠隔での業務支援      ●給水ポンプ配管復旧の一次対応   ●ウェアラブルカメラを装着 

CSC と現地を「映像・音声」で接続 
 
■ 当社社長 濵田による総括  
「各支社から選抜された参加者の対応を見て、当社の強みが高い専門性や技術力を持った 『現場力』に
あることを再確認できた。一方で、人手不足が深刻化する中、有事の際、常に各種事案に対応するに足
る習熟度の高い人員や十分な人数を即座に確保できるとは限らない。そのため、今後は今回のように
CSC による遠隔からの業務支援の重要性が益々高くなっていく。専門性や技術力の高い人材が遠隔か
ら迅速かつ的確な業務支援や指示ができるよう CSC の機能を強化し、いかなる不測の事態に遭遇して
も対応できる体制を早期に構築していきたい。 

当社は、11 月 16 日に創立 50 周年を迎えた。当社創立の原点は、1972 年 5 月に発生した日本ビル
火災史上最悪の事故とされる大阪 千日デパート火災にある。本技術コンテストの根底にあるのも、
『二度とこのような事故を起こしてはならない。そのために施設管理の高い専門性を身に付け、施設の
「安全・安心」を守っていく』という当社創立の思いに他ならない。 

本日コンテストに参加したメンバーには、それぞれの職場で今回の学びや気づきに加え、当社創立の
思いを仲間たちに共有してもらいたい。それにより、当社が大切にする価値観やパーパス（存在意義）
が社内へと脈々と受け継がれ、さらなる成長への原動力になるものと考えている」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
優勝した関東支社 代表チーム 

写真左から、田中 達也さん、濵田社長、長谷川 颯さん、鈴木 慧さん 
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当社は、さらなる持続的成長に向けて、2018 年 10 月にイオンディライトビジョン 2025 を掲げ、ア
ジアにおいて、「安全 ・安心」、「人手不足」、「環境」の３つを成長戦略の柱に社会課題を解決する環境
価値創造企業を目指していくことを決めました。これを実現していくため、「人間力」と 「技術力」を
兼ね備えた専門家人材を育成し、期待を上回るサービスの提供を通じて、お客さま満足度をより一層
高めることを目的に 2019 年より「イオンディライト技術コンテスト」を開催しています。 

当社は、技術コンテストをはじめとした様々な取り組みを通じて、引き続き、設備管理における専門
性を高め、お客さまの BCP 対策の強化を含め、施設とその周辺環境の 「安全 ・安心」に貢献してまい
ります。 
 
 
 
 

－本リリースに関するお問い合わせ先 － 
イオンディライト株式会社 社長室 広報・ＩＲグループ 

TEL：03-6895-3892 


